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の成果を発揮することは出来たと思うので悔いは
ないです。

目標に向かって努力するというのは、卓球だけ
でなく、何を行うにしても重要なことであると思
います。これらは、部活に真剣に取り組み、一緒
に努力してくれた部員がいたからこそ、得られた
何にも変え難いことだと思います。このような素
晴らしい部活で部長を務めることが出来て、卓球
をすることが出来て、大変嬉しく思います。同期
や、先輩、後輩、そしてご卒業されてからも部活
の応援をしてくださっているOB、OGの方々に
感謝申し上げます。

最後まで読んでくださりありがとうございまし
た。

デンタルを終えて

卓球部　関　山　　　裕

この度、文章の方を書かせていただきます、歯
学科 4 年の関山　裕を申します。よろしくお願い
致します。

卓球部は、今年のデンタルにおいて、総合では
準優勝、女子団体では優勝、男子団体ではベスト
8 という結果を残すことができました。振り返っ
てみて、一人一人が力を出し切れた大会だったと
思います。今回は、私が部長を務めさせていただ
き、感じたことを書かせていただこうと思います。

まず初めに、温かいご支援をしてくださる
OB・OGの先生方へ、感謝を申し上げます。私
の部長としての目標は、「デンタル総合優勝」で
した。目標達成のために練習メニューの工夫や、
自主練日を設けて練習回数を増やしたり、対外試
合を増やしたり、たまにデンタルに向けての話し
合いを、お酒を飲みながら話したりしました。デ
ンタルが近づいてくるにつれて、練習の成果が現
れないときや、本当にこの練習が自分や部員のた
めになっているのか不安に思うことが多くありま
した。恐らく、この悩みは部員全員に共通してい
たと思います。しかし、そんな中でも練習を一緒
に続けてくれた部員たちに本当に感謝していま
す。結果として優勝は出来ませんでしたが、練習
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国歯学部弓道大会に向けても、今回の歯学体で学
んだことや反省点を見直し、よりよい成績が出せ
るよう部員一同精進していきたいと思います。

また、2019年をもって新潟大学、旭町キャンパ
ス内の弓道場が建て直しとなり、新しく生まれ変
わりました。OB・OGをはじめ、多くの新潟大
学関係者の方々によるご支援のおかげにより、新
道場の建設に漕ぎ着けることができました。新潟
大学旭町弓道部一同心より感謝を申し上げます。
新しい道場は今まで以上に広く、素晴らしい環境
で弓を引くことができます。是非、足を運んでみ
てください。

最後になりますが、重ねて新潟大学歯学部弓道
部へのご支援とご協力を下さった全ての方に感謝
を申し上げたいと思います。ありがとうございま
した。

第51回歯学体報告　弓道部（部門準優勝）

弓道部　第49代主将　高　橋　竜　平

新潟大学歯学部弓道部第49代主将の高橋です。
第51回歯学体、全国歯学部弓道大会での結果を報
告させていただきます。

わが校は、男子団体 3 位、女子団体準優勝、総
合準優勝を勝ち取ることができました。今回この
ような結果を出せたことは、OB・OGをはじめ、
顧問の山崎教授、そして応援くださった全ての
方々のご支援とご協力の賜物であります。心から
感謝を申し上げたいと思います。

新潟大学歯学部弓道部では、現役部員、引退部
員を含め計26人が毎週火曜・木曜・水曜日に新潟
大学旭町キャンパス内の弓道場で活動していま
す。今年度は新入部員が 5 人加わり日々練習に励
んでいます。今回の全国歯学部弓道大会に向け
て、強化練習を行ったり、他大学との交流戦や通
信対戦を行ったりすることで、実践的な練習の機
会を持つことで研鑽を積んできました。第52回全




